
様式第２号（規則６条関係） 災害援護資金借入申込書

勤務先の名称

所在地

年齢 健否

土　地

建　物

負　債

月収 　　　　　　　人

土　地 名称

建　物 所在地

資金の内訳：合計　　　　　　　　　　　　　円　　　　　円

災害援護資金で 円

手持資金で 円

その他（　　　　　　　）で 円

※貸付番号

被 災 日 時 令和　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　　　時 災　害　名 令和7年８月大雨

被 害 の 種 類
　　1　世帯主の負傷　　　2　住居の全壊

　　3　住居の半壊　　　　 4　家財の損壊
被害場所

※受付日 ※受付番号 ※受付者

返 す 方 法 1　年賦　　　　２　半年賦　　　　３　月賦
いつまでに返せ
ますか

　　　年　　　月（　　　回払い）

借
　
入
　
申
　
込
　
者
　
に
　
つ
　
い
　
て

フ リ ガ ナ
男　・　女

大正
昭和　　　　　　年　　　月　　　日生（　　　　歳）
平成氏 名

本 籍

職 業

フ リ ガ ナ 郵便番号 電　話　番　号

現 住 所

世
帯
の
状
況
と
収
入

氏　　　　　名
世帯主との
続　　　　柄 職業

収　　　入
（月　収） 勤務先・学校名

収入合計 　　　　　　　　　　　円／月 支　出　合　計 　　　　　　　　　　　　　円／月

職 業 円 申込者との関係 家族数

資
産
の
状
況

（1）住宅　　　 　　　㎡　（2）田畑　　　　 　㎡
（3）山林　　　　 　　㎡

住居の状況 　1　自家　　2　借家　　3　借間　　4　同居

（1）自家　　　　 　　㎡　（2）その他　　 　  ㎡　　　　 生活保護 年　　　月　　　日より受給

（内容）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額）

この災害の前１年以内に被災したことの有無及びその状況 （有・無）　　状況：

この災害により世帯主が死亡又は重度障害者となった事実の有無 （有・無）　　状況：

資
金
の
使
途

資金の使い方総額：　　　　　　　　　　　　円

　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　円

（
保
証
人
が
書
い
て
く
だ
さ
い

）

連
　
帯
　
保
　
証
　
人

フ リ ガ ナ
男　・　女

大正
昭和　　　　　　年　　　月　　　日生（　　　　歳）
平成氏 名

現 住 所 本　籍　地

資
　
産

（1）住宅　　　 　　　㎡　（2）田畑　　　　 　㎡
（3）山林　　　　 　　㎡ 勤

務
先（1）自家　　　　 　　㎡　（2）その他　　 　  ㎡　　　　



負 傷

住　　　　所

住　　　　所

※家財に被害がない場合や、貸付金を家財購入に使用しない場合は、被害の状況は記入不要

※連帯保証人は、原則として市内に居住している者及び災害援護資金の借受人又は借入申込人でないこと

１　【借入者】 ２　【連帯保証人】

　　罹災証明書（写） 　　住民票謄本

　　住民票謄本 　　令和　　　　年度所得証明書（世帯票）

　　令和　　　　年度所得証明書（世帯票） 　　納税証明書

　　納税証明書

　　本人名義の預金通帳の写し

全治　　　　カ月

住居の被害 　　(1)　全　壊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2)　半　壊

被害額

被
　
　
害
　
　
の
　
　
状
　
　
況

家
　
　
財
　
　
の
　
　
被
　
　
害

被 災 時 の 具 体 的 状 況

品名 現在購入に要する費用

上記の借り入れに対し、連帯して債務を負担します。

上記のとおり災害援護資金を借り入れたく申し込みます。

年　　　月　　　日

借入申込者　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

年　　　月　　　日

連帯保証人　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

八代市長   殿

添付書類　　　

じ ゅ う た ん

扇 風 機

冷 蔵 庫

炊 飯 器

本 箱 ・ 本 だ な

食 器 ・ 戸 だ な

食 卓

げ た 箱

照 明 器 具

た ん す

鏡 台

寝 具

冷 暖 房 器 具

机 ・ 椅 子

掃 除 機

テ レ ビ

自 転 車

時 計

合 計

畳 （ 畳 中 で
畳 が 被 害 ）

（ そ の 他 の 家 財 ）

障 子 ・ ふ す ま


